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はじめに

｢私の人生は25歳から始まります｣伊rommytwenty-甜hyearIdatemylife)1｡

先輩作家ホ-ソーンにメルヴイルはこう書き送った｡『白鯨』(Mob7-Dick,1851)
の完成を間近にした1851年の夏､31歳の時である｡人生の出発点としてメルヴ

イルは二十代の半ばの時期を考えた｡処女作 『タイピー』(TJPee,184句 の執筆

を始めた時期である｡メルヴイルによると､これ以前の自分はまだ芽を出してい

ない ｢種子｣(seeds)のようなもので､作家を意識して作品を書き始めた25歳の頃

から､｢三週間もすれば必ず新しい芽吹きがあった｣(ThreeweekshavesG汀eα1y

passed…thatlhavenotunfoldedwithinmyse)f) という｡
なるほどメルヴイルは25歳の時から作家としての ｢人生｣を始める｡しかし､

それ以前のメルヴイルに ｢人生｣がなかったわけではない｡少なくとも ｢種子｣

としてのそれはあったはずである｡その ｢種子｣とは､具体的にどのようなもの

であったのか｡またそれは､それをとりまく環境とどのように関わり､さらに作

家としての ｢芽吹き｣と､どのような関連を持つものであったのか｡

1 彼岸と此岸､1837年

メルヴイル Perm anMelville,1819-91)が生きた時代､とりわけ ｢種子｣として

生きた時代を知るために､特定の年を取り上げてみる｡たとえばメルヴイルが18

歳になった年､1837年｡

この年イギリスでは､ヴィクトリア女王が即位する｡歴史の節目となる一つの

出来事である｡ウイリアム4世の後を受けて即位したこの女王の治世に､かつて

アメリカの宗主国であったイギリスは､大英帝国として大きな繁栄を詣歌するこ

とになる｡その節目となる即位の年が､メルヴイル18歳のこの年である｡

この頃イギリスの文壇では､カーライル (rmomascarlyle,1795-1881)やデイケ
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ンズ(charlesDidkens,1812-70)の活躍が目立っている｡いずれもアメリカと何らか

の関わりを持つことになる人物である｡選挙法改正､救貧法､オックスフォード

運動など､政治的､宗教的問題で社会が激しく揺れる中､二人は活発な活動を展

開する｡すでに『衣装の哲学』(血'lorResartus,1833)を発表していたカーライル
は､その年にアメリカの青年エマソンの訪問を受けているが､女王即位のこの年､

『フランス革命史』(meFr97ChRevolution)を刊行する｡後の 『フレデリック大王

伝』(neHbtoryofFriedrichHofPnssiLbCdldtheFredwicktheGreat,1858)と並び､
高く評価されることになる歴史書である｡

一方ディケンズはこの年､雑誌に 『オリヴァ一 ･トウイスト』(olh,W7i応t)の

連載を始める｡すでに前年に 『ボズのスケッチ集』(sketches砂 "Bol′)と『ピック

ウイック･ペーパーズ』(ThePickwickPapws)を刊行していたディケンズは､小説

家としての人生を歩き始めていた｡この頃から以後約30年間､ロンドンの大衆社

会を中心に､ヴィクトリア朝イギリス社会の内情を小説を通して鋭く暴いていく

ことになる.その間､アメリカを訪れ､『アメリカ覚え書き』(Amm'cmNotef,1842)

を著すという経験も持つことになる｡

大西洋を挟んだアメリカでも､1837年は歴史の一つの節目である｡ジヤクソニ

アン･デモクラシーの仕掛け人､合衆国第7代大統領ジャクソン(AndrewJackson,

1767-1845)が､新たに選出された大統領ヴァン･ビューレン04ar[inVanBuren,

1782-1862) と交替するのは､イギリスで女王が即位したこの年である｡

この頃アメリカ文学の中心地は､ニューヨークである｡1837年という一つの時

間と､ニューヨークという一つの場に注目すると､多くの文学者の顔が浮かんで

くる｡月刊文芸誌 『ニッカーボッカー』p7zeKu'ckwbocker)に拠ったア-ヴイン

グ(washingtonIrving)やブライアント¢ohnBryant)はもとより､当時イギリスから

帰国してアメリカの民主主義への批判的姿勢を強めていたクーパー(James

FenimoreQx)per)なども､そのリストに載る｡しかし､後の文学的活動との関連で

眺めると､ボー(以garAllan Poe,18伊149) やホイツトマン (WaltWh itman,

1819-91)も加えることも可能だろう｡1831年に陸軍士官学校を退学したポーは､

その後雑誌編集等の仕事の傍ら､貧窮の生活の中で詩や短編の創作に従事する｡

そのポーが､若い妻と義母とともに､リッチモンドからジャーナリズムの中心地

ニューヨークへと向かったのは､やはり1837年のことである｡

この頃ホイツトマンは､ニューヨークの隣のロングアイランドで､10代後半の

若者として多様な生活を送っている｡事務員､印刷工､植字工などの仕事を経験

した後､ボーがニューヨークに生活の場を移したちょうどそのころ頃､まだ十代

の身でありながら､短期間教職にも従事する｡教師の職は､ホイツトマンにとっ
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ては必ずしも望むものではなかった｡しかし､他の職を探すのもまた困難な時代

であった｡

ホイットマンの伝記に見られる次のような一節は､この困難さが､当時のアメ

リカの経済状況と深く関わるものであったことを示している｡大統領が交替した

この年､まだ若い共和国アメリカは､建国以来最大の経済的危機とも言える恐慌

を経験する｡この恐慌は､ジャクソン大統領の政策や農業生産､あるいはかつて

の宗主国イギリスとの関係にも起因するような､複合的なものであった｡しかし､

この厳しい状況が､1837年という節目の年を特徴づけるアメリカの一つの現実で

あったことも確かである｡

Itislikelythathe[Whitman]triedtosemreotheremployment,butbythistimethe

nationwasinthegripoftheworstw nomicdepressioninitshistory･bndspeculation

andJacksonkflnanCialpolicieshadcmtributedtothe0011apse,buttherewereother

αuses,suchasgopfailuresinthiscmntryandbankruptciesoffirmsinB唱1andthat

hadinvestedinAn ericanlandandindustry･ (Allen,31)

2 自己に拍車を

視線をニューヨークから北に向け､ボストン界隈に焦点を合わせると､この時

期を代表する人物として､もう一人の姿が浮かび出る｡エマソン(RalphWddo

Emerson,1803182)である｡ハーバード大学の学生として神学部に学んだエマソン

は､その後聖職の道を歩み始める.しかし､教会制度への疑念から牧師の職を辞

し､女王即位の年の4年前の1833年､イギリスに向かう｡そのイギリスでコール

リッジやワ-ズワースを訪ねたエマソンは､『衣装の哲学』を著したばかりのカー

ライルとも親しく話をする機会を持つ｡

それから4年後､大統領が交替し､恐慌が襲った年､エマソンはすでにボスト

ンでは大きな存在である｡すでに前年にエッセイ集 『自然』(Nature)を出版したエ

マソンは､この年､詩人としても後世に名を残すことになる｡独立戦争の史跡に

建てられた民兵像を記念して､独立記念のその日に､詩 ｢コンコード賛歌｣(■■ne

GnwrdHymn一一)を発表する｡独立のために戦った ｢武器をとった農民たち｣(the

embattledfarmers) に対し､新生共和国に生きる後世の者として,深い敬意と誇り

を表すものである｡

Bytherudebridgethatarchedthen∝山,

TheirflagtoAprilbbree2XBunfurled,
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Hereonoetheembattledfarmersst状d

Andfiredthesh.Iheardr.undtheworld.2

77

この独立記念日から一ケ月後､エマソンは母校ハーバー ド大学で講演する｡男

子学生組織フアイ ･ベータ ･カッパの招待によるものである｡現在までのアメリ

カの学者の歩みを ｢長い徒弟時代｣(longapprentiαship)と見るエマソンは､他国の

学問への ｢依存｣(dependena)からの脱却を聴衆に強く求める｡目指すべきは ｢考
える人間｣(ManTunking)であり､そのために必要なのは ｢自己信頼｣(self-reliana)

である｡2(刀人を越える聴衆を前に､｢アメリカの学者｣(.-neAn eriCmScholarr)
と題されたこの講演を､エマソンは次のように締めくくる｡

Wewillwalkonourfeet;wewillworkwithourown hands;wewillspeakourown

mind5･Thestudyoflettersshallbenolongeranameforpity,fordoubt,andforsensual

indulgenoe.nedreadofmanandaleloveofmanshallbeawallofdefenceanda

wreathofjoyaroundal1･Anationofmenwillforthe血sttimeexist,beauseead一

believeshimselfinspiredbytheDivineSoulwhichalsoinspiresallmen･3

エマソンがこのような括動をしている頃､ボストン近郊の町セイレムでは､も

う一人の人物が文筆修行の生活を送っていた.ホ-ソーンPathanielHawthome,

1804-64)である｡実家での修行の生活は静かなものであった｡しかし孤独に満ち

たものというわけでもなかった｡匿名の短編を地元の新聞にしばしば投稿してい

たホ-ソーンは､その一方で､ニューハンプシャーやバーモントなど､ニューイ

ングランド地方を中心に､地方への旅もしばしば楽しんでいる｡海を越えてイギ

リスに渡り､当時の知識人と直接交わったエマソンに比べれば､この頃のホ-ソ

ーンの行動の範囲は確かに限定されたものではある｡しかし､時にはカナダやナ

イアガラあるいはデトロイトなど､遠方まで馬車の旅を楽しむ若者ではあった｡

1837年はホ-ソーンにとっても節目になる年である｡この年ホ-ソーンは短編

集 『トワイス ･トールド･テイルズ』(Twice-hldTaZes)を､はじめて実名で出版す

る｡一個の作家としてのホ-ソーンの存在が､これを契機に世間的にはじめて認

知される｡同時に､それまで匿名性の背後に隠されていた作者としての内質が､

これを契機に白日の下に晒されることにもなる｡

この出版の直後､ホ-ソーンはロングフェローPenryWadsworthh gfellow)に

手紙を送っている｡大学時代の同級生である｡在学中の二人は必ずしも親しい仲

ではなかった｡しかし､ヨーロッパに留学し､今ではハーバードの教壇に立つこ
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の友に対し､ホ-ソーンは自分の過去の生清とこれからの展望に触れて､次のよ

うに記している｡手紙の内容が､やがてホ-ソーンがメルヴイルから受け取るこ

とになる手紙のそれと類似しているのは､興味深い｡メルヴイルは ｢自分の人生

は25歳の時から始まります｣と記したが､ホ-ソーンは次のように書き送る.

Forthelasttenyears,Ihavenotlived,butonlydreamedaboutliving･Itmaybetruethat

therehavebeensomeunsubstantialpleastqeshereintheshade,whidlIshouldhave

missedinthesunshine;butyoucamotan∝ivehowutterlydevoidofsatisfactionall

myretr(芯peCtSare･Ihavelaidupnotreasuz℃ofpleasantremembran∝S,againstoldage;

butthereissomecomfortinthinkingthatmyfutureyearsc肌hardlyfailtobemore

varied,andthereforemoretolerable,thanthepast･Crumer,89)

メルヴイルと同様に､ホ-ソーンもまた過去の生活に対して否定的である｡過

去の自分は夢の中にいるような存在で､｢十分には生きてこなかった｣(Ihavenot

lived)のである｡とはいえ､未来について語るホ-ソーンのことばには､やはり楽

観的な響きがある｡来るべき新しい人生は､｢より変化に富み｣(morevarieq)｢堪

えうるもの｣(moretolerable)である｡このあとホ-ソーンは､自分はこれから｢ふ

くろうの巣｣(owlknest) を後にしてニューイングランドの旅に出るつもりだ､

と記している｡｢ふくろうの巣｣から出立して新しい地平を目指すこの姿勢には､

ハーバードの若者たちを前にして語るエマソンのそれが重なり合う｡ホ-ソーン

はさらに､新しい自分に ｢鋭い拍車｣(sharpspur)を掛けたいとも書き足す｡

Ihavenow,orso机shallhave,oneshmpspurtoexdion,whidlIlackedatanearlier

perid;forIseelittleprospedbutthatImustscribbleforaliving･(mid･myitali塔)

エマソンやホ-ソーンのことばは､それぞれ一個の人間の個別のことばでしか

ない｡しかしことばには､そのことばが発せられる時代や場所の状況がしばしば

反映される?｢自己信頼｣や ｢拍車｣に触れるエマソンやホ-ソーンのことばに､

この時期のボストンを中心とするニューイングランドの精神的風土を垣間みるこ

とも可能である｡その場合その風土とは､独立への可能性と未来への展望を可能

にしてくれる､開かれた､明るいものであったと言うべきだろう｡

3 学びと教え

マサチューセッツ州の西部にバークシャー地方と呼ばれる地域がある｡ニュー
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ヨーク州と隣接する風光明婿なところである｡隣接するニューヨーク州の東部で

は､ハドソン川が北から南へと､川下の大都会ニューヨークに向かって流れてい

く｡アメリカ経済の中心地ニューヨークと川を通して結ばれた交通の要衝に､州

都オールバニーの町がある｡

エマソンやホ-ソーンが ｢自己信頼｣や r拍車｣について触れていた頃､メル
ヴイルは､二つの州をまたやこの地域で十代後半の一時期を過ごしている｡経済

と文化の中心地ともいうべきニューヨークとボストンを､それぞれ南と東に遠く

控えたような地域である｡一人の人間の成長過程において､10代後半の果たす役

割は大きい｡少年から青年へと移行するこの時期に､人はしばしば人間としての

基本的骨格を形成する｡大きな二つの世界を遠くに望む地域で過ごされたこの時

期のメルヴイルの生活のありようは､この意味で注目される｡

この時期のメルヴイルを経済状況を抜きにして語ることは難しい｡メルヴイル

が生まれたのは1819年である｡毛皮商を営む家庭の八人兄弟の次男としてニュー

ヨークに生まれたが､現実の家庭環境は､経済的に恵まれたものではなかった｡

経営の破綻した父親が発狂状態で他界した後､代わって跡を継いだ兄ガンズボー

トの会社も､やがて倒産の憂き目に合う01837年の不況のあおりである｡兄が病

魔に襲われた後は､家族扶養の役割が十代のメルヴイルの肩にも重くのしかかる

ことになる｡これがこの時期のメルヴイルを取り巻く生活環境である｡

共時性という尺度でエマソン､ホ-ソーン､そしてメルヴイルを眺めると､目

立つのはこの経済的環境の落差である｡落差で注目されるのは､教育の問題であ

る｡エマソンとホ-ソーンは､ともに大学教育を十分に受ける身であった｡ホ-

ソーンはボードン･カレッジ(払wdoinG)llege)に学び､エマソンはハーバードで

学んでいる｡しかしメルヴイルにとって､このような大学は縁のない世界であっ

た｡それどころか､1837年､まだ18歳のメルヴイルは､ホイツトマンと同じよ

うに､数ヵ月間教師の仕事に従事することになる｡学ぶ側に立っても不思議でな

い年齢でありながら､学びを授ける側に立つのである｡

メルヴイルは､知られる限り､生涯に次の四つの学校で学んでいる0

NewIYorkMaleHighSch∞1 (1825年､6歳で入学)

AlbanyAmdemy (1830年､11歳で入学)

jubanyClassicalSch001 (1835年､16歳で入学)
h ingburghAcndemy (1938年､19歳で入学) (parker,42-137)

ランシンパ-グ･アカデミーは､エT)-運河の技師の職を得ることを目的に短期



80 『岩手大学英語教育論集』

間学んだ学校である｡いわゆる大学ではないが､メルヴイルが体験した制度とし

ての学校は､これがすべてである｡

一方メルヴイルは､次の三つの学校で教職を経験したことが知られている｡

SikesDistridSdl001 (1837年､バークシャー地方ビッツフィールド南方の村)

Greenbush&ShozdadkAcademy (1839年､オールバニーから13マイル程の村)

asdh00latBrtmswidkSchcx)1Disbict (1839年､校名不詳､プランズビック市内)

Parker,117-71)

メルヴイルの教職経験は､いずれも短期間の契約のものである｡給料も満足の

ゆくものではなかった｡未払いのままで仕事を諦めねばならなかったこともあっ

たほどである｡その上､意のままにならない子どもたちや､そりの合わない同僚

がいたことも知られている｡とはいえ､この職業は､若いメルヴイルにとっては

それなりに有益なものであったに相違ない｡18歳の教師メルヴイルは､自分の叔

父への手紙で､次のようなことを書き送っている｡

Butnow,havingbe00mesomewhataquaintedwiththeroutineofbusiness,-1having

establishedasystimlsic]inmymdeofinstruction,-andbeingfamiliarwiththe

charactars【sic]&dispGitionsofmysdlOllazslsic]:inshort,havingbroughtmysdl00l

umderaprqPrOrganization-afewintervalsoftimeareaffordedme,whichIimprove

byqx溺ionalwrittinglsic]&reading･Parker,119)

誤字の目立つ手紙である｡しかし､仕事の空き時間を ｢活用｣(improve)して

｢書き物や読書｣(Writting&reading)で過ごす教師メルヴイルの姿には､教師とし

ての姿よりも､むしろ若い学徒としての姿が浮かび出る｡実際メルヴイルにとっ

て､それまで学んだ学校は必ずしも満足を与えてくれるものではなかった｡兄と

通ったオールバニー学WEIAlbanyA瓜demy)は､父の死のため12歳にして中途退学

せざるを得なかったし､しかもその後約3年間､まだ十代前半のメルヴイルは､

オールバニーの州立銀行で行員の仕事に従事することになる｡この学校には､オ

ールバニー古典語学校(AルanyClassicalSch00l)での短期間の在籍を挟んで､17歳

の時復学することになるが､それもつかの間､上記の教職に就くことになる｡後

にメルヴイルはランシンパ-グ･アカデミー(LAnSingburghAn dem))で測量や土木

工学を学ぶことになるが､エリー運河での職を得ることを目的に学んだこの学校

も､望む仕事を保証してくれるものではなかった｡
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このような背景と重ね合わせると､メルヴイルの教師体験は､むしろ学徒体験

と言ってもよいものであっただろう｡空き時間に机に向かう若い教師メルヴイル

の姿は､さながら学習机に向かう生徒のそれである｡この教師の婆は､ハーバー

ドのエリート学生を前に ｢アメリカの学者｣について熟を込めて講演する講師エ

マソンのそれとは､かなり異なるものである｡

メルヴイルの 『白鯨』は､このような学校体験､とりわけ教職体験を坊裸とさ

せる内容を含んでいる｡物語そのものは､｢自分のことはイシュメイルと呼んで欲

しい｣(Callmelshmael) ということばではじまる｡しかしその前に､実は読者の

前に姿を見せる人物たちがいる｡学校と深く関わる人物､すなわち教師であり､

司書である｡それも､単なる教師や司書ではなく､｢助教師｣(血 er)であり､｢司

書助手見習い｣(sub-sub-librarian)である｡イシュメイルに ｢語源部｣(nimol(習y)

を提供してくれたのは､rB良も心も身体も頭脳もぼろぼろ｣(threadbareincoat,heart,

buy,andbrain)だったという｢助教師｣である｡また ｢文献部｣(政tracts)を提供し

てくれたのは､r見込みも血の気もないやつ｣(hope1e;S,sallowtnbe)としての ｢司

書助手見習い｣である｡

生徒にからかわれるダメ教師というイメージは､メルヴイルが学校教師を体験

していた頃､一般的にかなり流布していたという指摘がある｡4『自衛』の冒頭

で提示されるのは､このような一種のダメ教師の世界である｡学校や図書館とい

う知的な空間に生きる､しがない人物たちである｡しかし､榔稔と憐慨がない交

ぜになったようなことばから浮かび出るのは､むしろメルヴイル自身の若いとき

の姿ではあるまいか｡生活に駆りたてられながら､教えの場で､寸暇を惜しんで

自ら学ぶ､しがない青年 (少年)教師メルヴイルの姿である｡

この教師メルヴイルをとりまく世界は､エマソンやホ-ソーンのそれとはかな

り異なる｡この違いをあえて図式化するならば､知的に洗練されたボストン界隈

の世界と､経済恐慌の波に洗われるハドソン川流域の世界という､対照的な二つ

の世界である｡文化と経済の対照と言い換えてもよい｡前者のそれが､明るい未

来を約束するものとすれば､もちろん後者のそれは､｢見込みのない｣(hopeless)
｢ぼろぼろ｣(threadbare)の未来を予想させるものであっただろう｡

4 着を待つ氷

｢捕鯨船が､私のイェ-ル大学であり､ハーバードである｣(awhaleShipismyⅥle

QIlegeandmyHarvard)｡この時期から約十年後､メルヴイルは 『自鯨』(24章)

の中でこの言葉を記す｡記すのはイシュメイルである｡陸を棄てて海に出たこの

若者にとって､大学とはすなわち捕鯨船であった｡捕鯨船が大学になりうるので
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あれば､この若者にとって大学に相当するものは､おそらく他にも見あたること

になるだろう｡

1836年9月､17歳のメルヴイルは5年前に一度退学していたオールバ二一･ア

カデミーに復学する｡ラテン語コースに籍を置き､学徒として生活を始めたメル

ヴイル臥 青年向上協会(YoungMenbAsS∝iationofMutuallmprovement) に登録

し､シセロニアン･デイベイティング･クラ7ttheCi促rOnianIkbatingClub)の会員

となる｡会の消滅後は､新たな会フイロ･ロゴス･ソサイアティPhiloI_喝岱S∝iety)

に身を置き､作文と雄弁術と討論に若いエネルギーを注そ｡教職をはじめて経験

するのは､この学徒体験のすく後のことである｡

この頃地元の新聞に､メルヴイルと関わると思われる投書が掲載される｡投書

の内容は学徒メルヴイルの生活の一端を示してくれる｡雄弁会を牛耳る鼻持ちな

らない人物としてメルヴイルを激しく批判したと思われる投書が､地元の新聞マ

イクロスコープtMicroscope)に掲載されたのである｡

Mr･EDrTOR:--Yourpaperabundantlytestifiestothefact,thatthereisinallassdations,

pestiferotlSanimalsofatwoJeggedkind;whohaveαeptinunawares,andscatteredthe

seedsofdissolutionintheono∋fairandflourishingir鵜titutions･･"Sudhan animalisthe

P***oL***sS∝ietycursedwith.HeisthereknownbythetitleofCi(芳rOnianBabom;

andhispersonalappearanα fu11yestablishedthea)rrectnessofthetitle.Heisalso

knownasdignitatusmelvu m ････Parker,111)

投書者が ｢キケロ的ヒヒ｣(G脚Onian Babom)と呼ぶ ｢疫病やみの動物｣

(IXStiferousanimal)が､どうやらメルヴイルと関わりがあるらしいことは ､｢デイ
グニタトゥス･メルブム｣(dignkatusmelvum)という思わせぶりなことばに感知

される｡同一人物からの別の投書は､この人物とメルヴイルとの関わりをさらに

明確に示唆する｡

He-umLLSMelvilliml,amOralEthiqpian,wh(方e00nSCienccqualImnotinviewofthe

m(芯tattr∝iouslsic]guilt;wh(方ebr乱狂ndleeknevertingeswidlthebll芯hofshame,

whoSemOralpdnciples,andsenslbiliti6,havebeendestroyedbythe00mptionofhis

own blacP]andbld lessheart･Wth regardtohisbillinBSgatee凪lSionin the

Miq̀岱CDpe,Iasheartilyrepelitsinfamousal1egations,asIdespisethecharacter,and

detesttheprinciplesofitsinfamousauthor･Q'arker,123,myitalics)
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｢ヘルマヌス ･メルヴイリアン｣(HermanusMelvillian)という一見ラテン語風の

ことばは､｢ハーマン･メルヴイル｣という名前を容易に想起させる｡投書者によ

ると､この人物は､｢エチオピア人のようなモラル｣(amoralE血iop血)と ｢黒々と

した血の気のない腐敗した心｣(them ptionofhisown t'1ackandbld lessheart)を

持ち､｢罵言雑言のばらまき｣(billingsgateehsion)をする人物である｡いかにも

過激で無礼なことばである｡この無礼な投書に対しては､批判される側からもす

くさま反論の手紙が送られる｡反論する側の手紙も､過激さでは少しも負けては

いない｡自分を批判した投書者の名前(Ⅵmi.皿n)を十分に意識しつつ､｢ヘルマヌ

ス ･メルヴイリアン｣はこう反撃する｡

hthevan ofthesenotableworthie£standspre-CminenUhatsillyandbrainlessl00n
who00mpcSedthearticleinyourlastweekもpaper,denyingtheexistenαofthePhilo

I一喝びS∝iety,thelegalityofitsre∝nteledion,anditsallegedpcSSeSSionofaroomin

aStanwixHall.

IhaveonlytoremarkinrelationtothisinterestlngPrCduction,thatitisnotmore

inelegantinstylethanwantingintruthandvariety･Itisa00mpletetissueofinfamous

fabriCations,andisasdestituteofasinglefd asistheauthoroftheparts.Irefrainfrom

enlarglnguP nWhatprd)ablemotivesinduαdthew血 rtothepublicationofhis

miserablee私ISion･(bid.)

｢ヘルマヌス･メルヴイリアン｣によれば､自分を糾弾する相手は ｢愚鈍で無能

な気違い｣(sillyandbrainlessl00n)である｡｢真実と柔軟さ｣(truthandvariety)に欠け

るその文章は､｢やば｣(ineleganりである｡｢一片の事実｣(single叫 も含まないそ

の中身は､｢恥辱的な偽造物の完壁な寄せ集め｣(a00mpletetissueofinfamous

fabrications)である.つまるところ､卑劣な手紙を送った行為は ｢惨めな心情の大

公開｣(thepubliationofhismiserableefhsion)以外の何ものでもない｡

このような中傷合戦が､田舎町の新聞紙上で何度か繰り返される｡しかしこの

合戦は､実は真面目なものではなかった｡編集者から場を提供された若者が､自

分たちのサークルである雄弁会の情動をめくり､お互いの7解の上で色を付けて

殺害しあったというのが真相であるらしい｡編集者による一種の ｢やらせ｣であ

る｡とはいえ､雄弁術に関心を持つ若者たちにとって､新聞というメディアを通

して自己を表現する機会は､たとえ遊戯的なものであったとしても､景重なもの

であったに違いない｡学徒の行為として眺めるならば､投書も一種の学びの行為

であったはずである｡



84 『岩手大学英語教育論集』

中傷合戦が一段落した年の翌年 (1839年)､メルヴイルの書き物が再び新聞紙

上に現れる｡｢書き物机の断片｣('IFragments五･omaWritingDesk.)と題されたエッ

セイ風の作品 (以下 ｢断片｣)が､地元ランシンパ-グの新聞に二度にわたって掲

載される｡

後にメルヴイルは二部構造を持つ作品(diptych)をいくつか発表する｡たとえば

｢独身者の楽園と乙女の地獄｣(乃eParaゐeofBachelorsa'uiTheTartmuyofMdds,

1855)などである｡異なる内容を持つ二つの作品が､合わせて一個の作品となる構

造を持つものである｡地元紙に掲載されたこの作品も､このような構造を持つ｡

｢その1｣(No･1)と ｢その2｣(No.2)という二つの ｢断片｣(Fragments)が､一つの

作品を構成しているのである｡この意味でこの ｢断片｣は､後の作家メルヴイル

の萌芽となるものでもある｡

萌芽的なこの作品には､顕著な特徴がいくつかある｡一つは､非難合戦の文章

にもにみられたような過剰な表現である｡とりわけ､比喰表現の過剰さである｡

｢断片｣の ｢その1｣は､｢LA.V.｣という署名を持つ匿名の若者が､敬愛す

る ｢M.｣なる人物に宛てた手紙である｡男らしさに目覚めた自分の近況と､村に

住む美しい三人の乙女についての感想を伝えるものである｡｢その2｣は､自分宛

の誘いの手紙を携えた案内人に誘われて､森の中へでかけた自分が､そこで美し

い乙女に出会うものの､その乙女が聾唖者であることを知り､樗然として逃げ帰

る､というものである｡エッセイ風の内容と中世ロマンスを想起させる半ば幻想

的な物語である｡これが､ギリシャ神話をはじめとする過剰な比喰表現で描出さ

れる｡

手紙の書き手(LA.V.)によれば､男らしさに目覚めた自分は｢フェイディアス

のジュピター｣(thephidianJupiter)あるいは ｢アポロ｣(AprK'110)のような存在

である｡｢美の女神｣(Grad)というべき三人の美女は､それぞれ｢ドーリア式､

イオニア式､コリント式｣(theDorictheklic,the(力rinthian)の特徴を備えている｡

導かれて訪れた森の中は r森の神の凱旋の宴｣(thetriumphalfeastsofthesylvan

gd) の世界であり､そこで訪ねた家の内部は ｢アラビアンナイト｣(Arabian

Nights)のような ｢東方の栄華｣(Eastemsplendour)の世界である｡そこに住む

少女は､｢セメレ-｣(Semele)や｢プシュケー｣(psyche)や｢ヴィーナス｣(Venus)

などの｢アルカディアの美女の絵｣(Ar瓜dianbeautypicttwes)に囲まれ､その日は

さながら ｢アングルシアの人｣(Andalusian)のそれである｡

いかにも通俗的な比喰の羅列である｡これと平行して目立つのが､文中にしば

しば現れる特異なことばと､引用や言及の過剰さである｡フランス語の ｢恋文｣

(billetJoux)やイタリア語の ｢恋人｣(inamorata)のようなことばとともに､｢神
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かけて .T｣(Bythehalidome!)｢確かに｣(Grtes)のように､見慣れない古いこと

ばが現れるのも､この作品の特徴である｡その上､バートンやバイロンやコール

リッジやチェスタトン等､よく知られた人物の名前が自在に言及される｡更には､

ハムレットのことば(-■mymindbeye,Horatio..)やバークのことば (.'nedaysof

chivalryareover!")も引用される｡

このような ｢断片｣を､習作的な若書きとして無税することはたやすい｡実際

この ｢断片｣は､完成した一個の作品として取り上げられることは､現在でもほ

とんどない｡何よりも､これが地元紙に掲載された当時､｢その1｣は別の新聞に

も転載されたという記録がある｡しかし､｢その2｣が転載されたという記録は残

されていない｡当時の新聞の編集者にとっても､おそらくこの ｢断片｣は､完成

した一個の作品としては十分な魅力に欠けるものであったのだろう｡

しかし､たとえ弱点が露出した書き物であるとはいえ､後のメルヴイルの作家

としての人生を思うとき､注目したい点が一つある｡次の文に見られるような｢私｣

(LA.Ⅴ･)の姿である｡

Andhowdoyouimaginethanridmyselfofthisannoyinghindran∝?Wh y,truly,by

m ingtothea)ndusionthatinthispre砂coTPuSOfmbZeWasId苦edeverymanly

graα:thatmylimbsweremcdeledinthesym etryofthePhidianJupiter;my

countenanoeradiantwiththebean芯Ofwitandintelligence,arKImywi1Oleperson,the

envyofthebeau,theidolofthewomenandtheadmirationofthetailor.(myitalics)5

後にメルヴイルは二部構造の作品の中で､対照的な二つの世界を組み合わせる｡

｢独身者の楽園と乙女の地獄｣で語られるロンドンの独身者たちの歓楽の世界と､

ニューイングランドの製紙工場の乙女たちの悲惨な世界などである｡｢断片｣もま

た対照的な世界を合わせ持つ｡その一つが､｢私｣の姿である｡｢その1｣の ｢私｣

は､生来の控えめさをようやく克服し､過剰なまでの自己満足に目覚めた若々し

い男性である｡｢美しき我がからだ｣(thispre町 Corpusofmine)ということばは､

その見事な自己規定に他ならない｡それに引き替え､｢その2｣の ｢私｣は､現実

を前にして驚きと失望に襲われる対照的な ｢私｣である｡夢を失った若者の絶望

の姿といってもよい｡対照的な二つの世界を合わせ持つこの ｢私｣に､作者であ

る青年メルヴイルの姿を見てとることは､それほど困難なことではない｡

美しい少女の目を眺めた時､この ｢私｣は､自分の心が､さながら ｢春の陽射

しを受ける氷｣(icebeforetheequin∝tialheats)のように融けていくのを感じた｡だ

が､この陽射しは､｢私｣にとっては､実は裏切りの陽射しでしかなかった｡少女
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の現実を前にして､｢春｣の訪れは､幻想でしかなかったのである｡

5 むすび

イギリスでヴィクトリア女王が即位し､アメリカで大統領が交替し､ニューヨ

ークでポーやホイツトマンが生活し､ボストン界隈でエマソンやホ-ソーンが未

来に向かって歩き始めていた頃､メルヴイルは､ハドソン川流域の田舎町で苦し

い生活に追われる身であった｡ニューヨークとボストンという経済と文化の中心

地を遠くに望む一種の辺境の地で､学徒として学び､教職に就き､合間に書を読

み､文を書き､投稿するという､一人の若者であった｡

その時期に書かれたものを､未熟さの目立つ習作的なものとして無視すること

は容易である｡なるほど投書の文章は､洗練されたものとはいいがたい｡｢断片｣

も､青年特有の気取りと街いが､あまりにも露骨に見られる書き物となっている｡

とはいえ､後のメルヴイルの作品が､詩的な文体と多彩な比唆､そして豊かな情

報を内包する特異なものであることを思うと､末熱さを発散させたロマンティッ

クな文章も､その萌芽となるものとして､見過ごすことはできない｡

｢断片｣が掲載されてから一ケ月後､メルヴイルはリヴァプールに向かう商船

に乗り込む｡アメリカが恐慌に襲われた年の翌々年､1839年6月のことである｡

家計支援を迫られる中で海に出た青年メルヴイルの胸中は､さしずめ ｢憂哲を追

い払う｣(drivingoffthespleen)ために海に出ると語った 『白鯨』(1章)の語り手

イシュメイルのそれと重なるものであったろう｡｢春の陽射し｣を待つ ｢氷｣のよ

うなものであったといってもよいかもしれない｡しかしその歩みは､後の作家メ

ルヴイルにとっては､｢種子｣から｢芽吹き｣へと向かう確実な一歩であったに違

いない｡

以後メルヴイルは､捕鯨船に乗り込み､太平洋を放浪し､ホ-ソーンと交わり､

エマソンについて語り､イギリスを再訪し､聖地を訪ねる｡これらの体験がもた

らす意味については､また稿を改めなければならない｡
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